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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；
　ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるための調光信号に基づいて位相制御された
電力を供給する電源と；
　電源からの電力に基づいて前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するよう
に前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路と；
を具備し、
　前記調光制御回路は、位相制御された電力が所定値以上となったとき、その所定値に対
応する階調を始点として前記電球の光出力特性曲線に従って前記発光ダイオードを調光点
灯することを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項２】
　複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；
　ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるための調光信号に基づいて位相制御された
電力を供給する電源と；
　電源からの電力に基づいて前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するよう
に前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路と；
を具備し、
　前記調光制御回路は、位相制御された電力が所定値以上となったとき、その所定値を０
階調としその０階調を始点として前記電球の光出力特性曲線で定まる調光比率で前記発光
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ダイオードを調光点灯することを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項３】
　複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；
　ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるための所定の交流電圧の交流電力を供給す
る電源と；
　電源からの電力を入力するとともに外部からの調光信号に基づいて前記発光ダイオード
の光出力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回
路と；
　ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるために位相制御された電力を供給する位相
制御回路と；
　前記電源からの電力と前記位相制御回路からの電力とを切り替えて前記調光制御回路に
電力を供給する切替手段と；
を具備し、
　前記調光制御回路は、前記位相制御回路からの電力を入力したときは、位相制御された
電力が所定値以上となったとき、その所定値に対応する階調を始点として前記電球の光出
力特性曲線に従って前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように前記発
光ダイオードを調光点灯し、前記電源からの電力を入力したときは別の調光信号に基づい
て前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調
光点灯することを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項４】
　複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；
　ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるための所定の交流電圧の交流電力を供給す
る電源と；
　電源からの電力を入力するとともに外部からの調光信号に基づいて前記発光ダイオード
の光出力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回
路と；
　ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるために位相制御された電力を供給する位相
制御回路と；
　前記電源からの電力と前記位相制御回路からの電力とを切り替えて前記調光制御回路に
電力を供給する切替手段と；
を具備し、
　前記調光制御回路は、前記位相制御回路からの電力を入力したときは、位相制御された
電力が所定値以上となったとき、その所定値を０階調としその０階調を始点として前記電
球の光出力特性曲線で定まる調光比率で前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近
似するように前記発光ダイオードを調光点灯し、前記電源からの電力を入力したときは別
の調光信号に基づいて前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように前記
発光ダイオードを調光点灯することを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか一記載のＬＥＤ照明装置と；
光源として電球を備えた電球照明装置と；
前記ＬＥＤ照明装置と前記電球照明装置とを同じ調光信号で調光点灯する調光操作卓と；
を具備したことを特徴とする照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオードを光源として用いて舞台やスタジオの照明を行うＬＥＤ照明
装置及び照明システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、舞台やスタジオの照明装置においては、演出効果を高めるため調光照明が行わ
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れており、光源としては白熱灯やハロゲンランプ等の電球が使用されている。電球に供給
する電力を調光レベルに応じて変化させるために、電球に対する交流電源ライン上に逆並
列接続させた一対のサイリスタを設け、交流電源の半サイクル毎に調光レベルに応じた点
弧位相角でこれらのサイリスタを導通させる位相制御を行うようにしている（例えば、特
許文献１参照）。
【０００３】
　近年、発光ダイオード（ＬＥＤ）の発展がめざましく、効率においては電球と同等であ
り、低階調時の色ずれの防止や発熱低減、さらには長寿命化が図れることから光源として
発光ダイオードを使用することが注目されている。
【特許文献１】特許第３４０２６５３号公報（図５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ユーザサイドでは、光源部のみの置き換えによるＬＥＤ化が望ましくシ
ステム全体の見直しは避けたい希望がある。ＬＥＤと電球とは同じ調光信号による調光度
に対する光出力特性が異なることから、電球に対する調光信号により電源を位相制御した
場合の光出力と、ＬＥＤを同じ調光信号により位相制御した場合の光出力とは異なってし
まう。
【０００５】
　本発明の目的は、電球に対する調光信号に基づいて光源である発光ダイオードを調光制
御した場合に、電球と同等の光出力変化を得ることができるＬＥＤ照明装置及び照明シス
テムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の発明は、複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；ＬＥＤ光源部
の発光ダイオードを点灯させるための調光信号に基づいて位相制御された電力を供給する
電源と；電源からの電力に基づいて前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似す
るように前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路と；を具備し、前記調光制御回
路は、位相制御された電力が所定値以上となったとき、その所定値に対応する階調を始点
として前記電球の光出力特性曲線に従って前記発光ダイオードを調光点灯することを特徴
とする。
【０００７】
　本発明及び以下の発明において、特に指定しない限り用語の定義および技術的意味は以
下による。
【０００８】
　ＬＥＤ光源部は複数の発光ダイオードから構成され、光源としての発光ダイオードは白
色ＬＥＤ及び有色ＬＥＤの双方を含む。電源は、位相制御されていない通常の交流電源、
例えば商用の交流電源を用いる。調光信号としては、好ましくは、調光ボリュームの操作
に応じて出力される調光信号を用いるが、これに限られない。例えば、調光操作卓のフィ
ーダや可搬形の調光卓から調光制御回路に入力される調光信号を用いてもよい。
【０００９】
　電源は、調光信号に位相制御された交流電源であり、例えば、電球に対する調光信号に
より位相制御された電力を供給するものが好ましいが、これに限られない。調光制御回路
は、電球に対する調光信号に応じて、発光ダイオードの光出力変化が電球の光出力変化に
近似するように調光制御する回路であり、例えば、発光ダイオードの光出力特性曲線及び
電球の光出力特性曲線を予め記憶しており、電球に対する調光信号に対して、発光ダイオ
ードを電球の光出力特性で調光制御する。
【００１０】
　また、調光制御回路は、電源から供給される電力が所定値以上となったときに動作を開
始する。これは、調光制御回路の誤動作を防止するためであり、電源から供給される電力
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が所定値未満のときは調光制御回路が正常に動作しないことがあるから、これを防止する
ためである。
【００１１】
　その所定値に対応する階調を始点として電球の光出力特性曲線に従って発光ダイオード
を調光点灯するとは、調光制御回路が動作を開始したときの電力値における電球の階調を
始点として発光ダイオードを調光点灯し、その後は既存の電球の光出力特性曲線になぞっ
て発光ダイオードを調光点灯することである。これにより、調光制御回路が動作を開始す
る以前の低階調時には発光ダイオードは点灯しないが、発光ダイオードが点灯した後は電
球の光出力特性で発光ダイオードを調光点灯できる。
【００１２】
　請求項２記載の発明は、複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；ＬＥＤ光源部
の発光ダイオードを点灯させるための調光信号に基づいて位相制御された電力を供給する
電源と；電源からの電力に基づいて前記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似す
るように前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路と；を具備し、前記調光制御回
路は、位相制御された電力が所定値以上となったとき、その所定値を０階調としその０階
調を始点として前記電球の光出力特性曲線で定まる調光比率で前記発光ダイオードを調光
点灯することを特徴とする。
【００１３】
　その所定値を０階調としその０階調を始点として電球の光出力特性曲線で定まる調光比
率で発光ダイオードを調光点灯とは、調光制御回路が動作を開始したときの階調を０階調
として、その０階調を始点として電球の光出力特性曲線で定まる調光比率で発光ダイオー
ドを調光点灯することである。これにより、電球の光出力特性に近似した特性で発光ダイ
オードを０階調から２５６階調まで連続的に調光制御できる。
【００１４】
　請求項３記載の発明は、複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；ＬＥＤ光源部
の発光ダイオードを点灯させるための所定の交流電圧の交流電力を供給する電源と；電源
からの電力を入力するとともに外部からの調光信号に基づいて前記発光ダイオードの光出
力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路と；
ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるために位相制御された電力を供給する位相制
御回路と；前記電源からの電力と前記位相制御回路からの電力とを切り替えて前記調光制
御回路に電力を供給する切替手段と；を具備し、前記調光制御回路は、前記位相制御回路
からの電力を入力したときは、位相制御された電力が所定値以上となったとき、その所定
値に対応する階調を始点として前記電球の光出力特性曲線に従って前記発光ダイオードの
光出力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯し、前記電源から
の電力を入力したときは別の調光信号に基づいて前記発光ダイオードの光出力が電球の光
出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯することを特徴とする。
【００１５】
　請求項４記載の発明は、複数の発光ダイオードを備えたＬＥＤ光源部と；ＬＥＤ光源部
の発光ダイオードを点灯させるための所定の交流電圧の交流電力を供給する電源と；電源
からの電力を入力するとともに外部からの調光信号に基づいて前記発光ダイオードの光出
力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路と；
ＬＥＤ光源部の発光ダイオードを点灯させるために位相制御された電力を供給する位相制
御回路と；前記電源からの電力と前記位相制御回路からの電力とを切り替えて前記調光制
御回路に電力を供給する切替手段と；を具備し、前記調光制御回路は、前記位相制御回路
からの電力を入力したときは、位相制御された電力が所定値以上となったとき、その所定
値を０階調としその０階調を始点として前記電球の光出力特性曲線で定まる調光比率で前
記発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点
灯し、前記電源からの電力を入力したときは別の調光信号に基づいて前記発光ダイオード
の光出力が電球の光出力に近似するように前記発光ダイオードを調光点灯することを特徴
とする。
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【００１６】
　電源として、位相制御されていない通常の交流電源及び位相制御された交流電源の双方
を含む場合には、切替手段により、位相制御されていない通常の電源と位相制御された交
流電源とを切り替える。位相制御されていない通常の電源を使用する場合には、別の調光
信号で調光制御する。また、別の調光信号とは、位相制御された電力を供給する際の調光
信号とは別の調光信号であり、例えば、調光ボリュームや外部から調光制御回路に入力さ
れる調光信号である。外部から入力される調光信号とは、例えば可搬形の調光卓から入力
される調光信号である。
【００２３】
　請求項５記載の発明は、請求項１ないし４のいずれか一記載のＬＥＤ照明装置と；光源
として電球を備えた電球照明装置と；前記ＬＥＤ照明装置と前記電球照明装置とを同じ調
光信号で調光点灯する調光操作卓と；を具備したことを特徴とする。
【００２４】
　光源として発光ダイオードを備えたＬＥＤ照明装置と、光源として電球を備えた電球照
明装置とが混在した照明システムであっても、ＬＥＤ照明装置は、発光ダイオードの光出
力が電球の光出力に近似するように発光ダイオードを調光点灯する調光制御回路を備えて
いるので、ＬＥＤ照明装置と前記電球照明装置とを同じ調光信号で調光点灯できる。
【発明の効果】
【００２５】
　請求項１、２、３および４の発明によれば、電球を使用した既存の照明装置にＬＥＤを
光源として導入することが可能となる。すなわち、電球に対する調光信号により光源であ
る発光ダイオードを調光制御するので、既存の照明装置を従前の操作感覚で使用できる。
また、光源をＬＥＤとしたことに伴い、低階調時の色ずれの防止や発熱低減を図ることが
でき、さらに長寿命化が図れる。さらに、電球に対する調光信号でＬＥＤを調光制御する
調光制御回路は、位相制御回路から供給される電力が所定値以上となったときに動作を開
始するようにしているので、調光制御回路の誤動作を防止できる。
【００２６】
　また、請求項３、４の発明によれば、切替手段は、位相制御された電力により調光制御
する場合と、別の調光信号により調光制御する場合とを切り替えるので、手元操作性が向
上する。
【００３１】
　請求項５の発明によれば、電球を使用した既存の照明装置とＬＥＤ照明装置とを同一の
照明システムにおいて、違和感なく使用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　図１は、本発明の実施の形態に係わるＬＥＤ照明装置の基本構成を示すブロック構成図
である。ＬＥＤ光源部１１は複数の発光ダイオードから構成されている。このＬＥＤ光源
部１１には、ＬＥＤ光源部１１の発光ダイオードを点灯させるための電力が電源１０から
供給される。電源１０は、例えば商用の交流電源である。
【００３３】
　調光制御回路１４は、発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように発光ダ
イオードを調光点灯するものであり、調光制御回路１４に入力される調光信号に基づいて
ＬＥＤ光源部１１の発光ダイオードを調光制御する。調光制御回路１４には、発光ダイオ
ードの光出力特性曲線及び電球の光出力特性曲線が予め記憶されており、電球に対する調
光信号に対して、発光ダイオードを電球の光出力特性で調光制御する。電球に対する調光
信号とは、光源としての電球の光出力特性に応じた調光信号である。
【００３４】
　図２は、本発明の実施の形態に係わるＬＥＤ照明装置の一例のブロック構成図である。
図１に示した基本構成に対し、電源１０からの交流を位相制御して位相制御された電力を
供給する位相制御回路１２と、位相制御回路１２からの電力を入力する場合と直接的に電
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源１０から電力を入力する場合とを切り替える切替手段２３とが追加して設けられている
。
【００３５】
　位相制御回路１２は、電源１０からの交流を位相制御して位相制御された電力を供給す
るものである。例えば、調光操作卓１３のフェーダからの電球に対する調光信号に基づい
て電源１０からの交流電圧を位相制御する。従って、位相制御回路１２の出力は電球に対
する調光信号に基づいて位相制御された電力となる。ここで、電球に対する調光信号とは
、光源としての電球の光出力特性に応じた調光信号であり、例えば、調光操作卓のフェー
ダから入力される。電球には白熱灯やハロゲンランプ等の各種の電流が含まれる。
【００３６】
　切替手段２３は、位相制御回路１２により位相制御された電力を調光制御回路１４に入
力して位相制御された電力により調光制御する場合と、電源１０から直接的に調光制御回
路１４に電力を入力し別の調光信号により調光制御する場合とを切り替える。
【００３７】
　調光制御回路１４は発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように発光ダイ
オードを調光点灯するものであり、位相制御回路１２で調光信号に基づいて位相制御され
た電力または位相制御されていない電源１０からの電力を入力し、ＬＥＤ光源部１１の発
光ダイオードを電球の光出力特性で調光制御する。
【００３８】
　以下、位相制御回路１２で位相制御された電力が調光制御回路１４に入力される場合と
、位相制御されていない電源１０からの電力が直接的に調光制御回路１４に入力される場
合とに場合分けして説明する。
【００３９】
　まず、位相制御回路１２で位相制御された電力が調光制御回路１４に入力される場合に
ついて説明する。図３はその場合の調光制御回路１４のブロック構成図である。位相制御
回路１２の出力信号は、調光制御回路１４の定電圧ＤＣ電源部１５及び点弧位相検出回路
１６に入力される。定電圧ＤＣ電源部１５は位相制御回路１２で位相制御された電圧を平
滑して定電圧の直流電源を得るものであり、その出力はスイッチング回路１７に入力され
る。
【００４０】
　一方、点弧位相検出回路１６は位相制御回路１２で位相制御された電圧の点弧位相を検
出し制御演算部１８に出力する。制御演算部１８は点弧位相検出回路１６で検出された点
弧位相に基づいて、位相制御回路１２からの電力が所定値以上となったか否かを判定する
。位相制御回路１２からの電力が所定値以上となったときに制御演算を開始し、スイッチ
ング回路１７に指令を出力しＰＷＭ制御によりＬＥＤ光源部１１の発光ダイオードを調光
制御する。ここで、位相制御回路１２から供給される電力が所定値以上となったときに動
作を開始するのは、調光制御回路１４の誤動作を防止するためである。
【００４１】
　ＬＥＤ光源部１１は複数個発光ダイオードを有し、例えばＡ群のＬＥＤは主白色ＬＥＤ
であり、Ｂ群のＬＥＤは補正用ＬＥＤであり色温度や演色性の補正を行う。
【００４２】
　制御演算部１８の記憶部１９には、図４に示すような電球の光出力特性曲線Ｃ１及び発
光ダイオードの光出力特性曲線Ｃ２が予め記憶されている。そして、電球の光出力特性曲
線Ｃ１及び発光ダイオードの光出力特性曲線Ｃ２に基づいて、電球に対する調光信号に対
して発光ダイオードを電球の光出力特性で調光制御する。例えば、位相制御回路１２から
の電力がＰ１であるとき、そのまま発光ダイオードを点灯すると光出力がＬ１２となり、
操作員が意図した階調ではなくなるので、電球の光出力特性曲線Ｃ１で定まる光出力Ｌ１
１とする。同様に、位相制御回路１２からの電力がＰ２であるときは、電球の光出力特性
曲線Ｃ１で定まる光出力Ｌ２１とする。これにより、電球に対する調光信号により発光ダ
イオードを調光制御できるので、光源部をＬＥＤ光源部１１に置き換えても既存の照明装
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置を従前の操作感覚で使用できる。
【００４３】
　ここで、調光制御回路１４は、位相制御回路から供給される電力が所定値以上となった
ときに調光制御回路の動作を開始するようにしていることから、位相制御回路１２から供
給される電力が所定値未満の低階調時では、光源である発光ダイオードは消灯している。
そこで、電球に対する調光信号に応じて、発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似
するように調光制御するにあたり、発光ダイオードが消灯している期間を考慮に入れて発
光ダイオードを調光制御する。
【００４４】
　図５は、調光制御回路１４の動作説明図である。図５において、調光制御回路１４が安
定して動作できる電力がＰ０以上の領域であるとする。この場合、位相制御回路１２から
調光制御回路１４に入力される電力が０～Ｐ０の範囲Ｔでは、調光制御回路１４は動作し
ないのでＬＥＤ光源部１１の発光ダイオードは消灯したままである。特性曲線Ｃ１１は、
調光制御回路が動作を開始したときの電力値Ｐ０における電球の階調（光出力Ｌ０１）を
始点として発光ダイオードを調光点灯し、その後は既存の電球の光出力特性曲線になぞっ
て発光ダイオードを調光点灯する場合を示している。すなわち、特性曲線Ｃ１１は既存の
電球の光出力特性曲線である。この場合は、入力電力がＰ０以上では既存の電球の光出力
特性曲線に従って調光制御できるが、入力電力がＰ０未満の低階調時には調光制御を行う
ことができない。
【００４５】
　そこで、特性曲線Ｃ１２に示すように、調光制御回路１４が動作を開始したときの階調
を０階調として、その０階調を始点として電球の光出力特性曲線で定まる調光比率で発光
ダイオードを調光点灯する。この場合は、電球の光出力特性曲線そのものではなく、電球
の光出力特性に近似した特性曲線となるが、発光ダイオードを０階調から２５６階調まで
連続的に調光制御できる。特性曲線Ｃ１１または特性曲線Ｃ１２のいずれか選択して発光
ダイオードの調光制御を行うことになる。
【００４６】
　図６は、位相制御回路１２で位相制御された電力が調光制御回路１４に入力される場合
の調光制御回路１４の他の一例を示すブロック構成図である。図３に示した調光制御回路
１４に対し、点弧位相検出回路１６に代えて電圧検出回路２０が設けられている。図３と
同一要素には同一符号を付し重複する説明は省略する。図３の調光制御回路１４では、点
弧位相検出回路１６で検出された電圧の点弧位相に基づいて、位相制御回路１２からの電
力が所定値以上となったか否かを判定するようにしたが、図６の調光制御回路１４では、
電圧検出回路２０により定電圧ＤＣ電源部１５の電圧が所定値以上となったか否かで位相
制御回路１２からの電力が所定値以上となったか否かを判定する。
【００４７】
　次に、位相制御されていない電源１０からの電力が直接的に調光制御回路１４に入力さ
れる場合について説明する。図７は、その場合の調光制御回路１４の一例を示すブロック
構成図である。図３に示した調光制御回路１４に対し、点弧位相検出回路１６を削除し、
電球に対する調光信号に基づいた発光ダイオードへの調光信号を入力するための調光ボリ
ューム２１を設けたものである。図３と同一要素には、同一符号を付し重複する説明は省
略する。
【００４８】
　図３に示す調光制御回路１４には、位相制御回路１２で調光信号が加味された電力が入
力されるが、図７の調光制御回路１４には、調光信号が加味されていない電源からの電力
が定電圧ＤＣ電源部１５に入力される。そこで、調光ボリューム２１により手動で電球に
対する調光信号に基づいた発光ダイオードへの調光信号を入力する。演算制御部１８は、
記憶部１９に記憶された電球の光出力特性曲線Ｃ１及び発光ダイオードの光出力特性曲線
Ｃ２に基づいて、スイッチング回路１７に指令を出力しＰＷＭ制御により、ＬＥＤ光源部
１１の発光ダイオードの光出力が電球の光出力に近似するように調光制御する。これによ
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り、位相制御回路からの電力の供給ができない箇所であっても光源である発光ダイオード
を点灯させるための電力を得ることができ、ＬＥＤ光源部１１の近傍で手動によ
り調光ができる。
【００４９】
　以上の説明では、調光信号が加味されていない電源からの電力が定電圧ＤＣ電源部１５
に入力される場合について説明したが、定電圧ＤＣ電源部１５に位相制御回路１２で調光
信号が加味された電力が入力される場合についても適用可能である。この場合には点弧位
相検出回路１６を付加したままとなる。定電圧ＤＣ電源部１５に位相制御回路１２で調光
信号が加味された電力が入力される場合には、位相制御回路１２で調光制御が行われてい
ることになるが、その調光制御をＬＥＤ光源部１１の近傍で変更する際に、調光ボリュー
ム２１により手動で変更できるので操作性が向上する。
【００５０】
　図８は位相制御されていない電源からの電力が調光制御回路に入力される場合の調光制
御回路１４の他の一例を示すブロック構成図である。図７に示した調光制御回路１４に対
し、調光ボリューム２１に代えて、外部から電球に対する調光信号に基づいた発光ダイオ
ードへの調光信号を入力する調光信号入力端子２２を設けたものである。図７と同一要素
には、同一符号を付し重複する説明は省略する。
【００５１】
　図８の調光制御回路１４には、調光信号が加味されていない電源からの電力が定電圧Ｄ
Ｃ電源部１５に入力される。そこで、調光信号入力端子２２に外部より入力される調光信
号により調光制御する。
【００５２】
　演算制御部１８は、調光信号入力端子２２に調光信号が入力されると、記憶部１９に記
憶された電球の光出力特性曲線Ｃ１及び発光ダイオードの光出力特性曲線Ｃ２に基づいて
、スイッチング回路１７に指令を出力しＰＷＭ制御により、ＬＥＤ光源部１１の発光ダイ
オードの光出力が電球の光出力に近似するように調光制御する。これにより、位相制御回
路からの電力の供給ができない箇所であっても光源である発光ダイオードを点灯させるた
めの電力を得ることができ、ＬＥＤ光源部１１の近傍で調光ができる。
【００５３】
　以上の図７及び図８の説明では、調光信号が加味されていない電源１０からの電力が定
電圧ＤＣ電源部１５に入力される場合について説明したが、定電圧ＤＣ電源部１５に位相
制御回路１２で調光信号が加味された電力が入力される場合についても同様に適用可能で
ある。この場合には点弧位相検出回路１６または電圧検出回路２０は付加したままとなる
。定電圧ＤＣ電源部１５に位相制御回路１２で調光信号が加味された電力が入力される場
合には、位相制御回路１２で調光制御が行われていることになるが、調光ボリューム２１
や調光信号入力端子２２への調光信号によっても調光制御できるので、位相制御回路１２
による調光制御を容易に変更でき操作性が向上する。
【００５４】
　また、例えば可搬型調光卓を使用してＬＥＤ照明装置を調光するような場合には、可搬
型調光卓において、位相制御された電力により調光制御する場合と、別の調光信号により
調光制御する場合とを切り替える切替手段を備えることによって、手元操作性が向上する
ようにしてもよい。
【００５５】
　さらに、スタジオ等の全体の照明システムにおいて、ＬＥＤ照明装置と光源として電球
を備えた電球照明装置とを備えた場合には、ＬＥＤ照明装置と電球照明装置とを同じ調光
信号で調光点灯する調光操作卓により、電球を使用した既存の照明装置とＬＥＤ照明装置
とを同一の照明システムの中で使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施の形態に係わるＬＥＤ照明装置の基本構成のブロック構成図。
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【図２】本発明の実施の形態に係わるＬＥＤ照明装置の一例のブロック構成図。
【図３】本発明の実施の形態における位相制御回路で位相制御された電力が調光制御回路
に入力される場合の調光制御回路の一例のブロック構成図。
【図４】電球の光出力特性曲線及び発光ダイオードの光出力特性曲線の説明図。
【図５】本発明の実施の形態における調光制御回路の動作説明図。
【図６】本発明の実施の形態における位相制御回路で位相制御された電力が調光制御回路
に入力される場合の調光制御回路の他の一例を示すブロック構成図。
【図７】本発明の実施の形態における位相制御されていない電源からの電力が調光制御回
路に入力される場合の調光制御回路一例を示すブロック構成図。
【図８】本発明の実施の形態における位相制御されていない電源からの電力が調光制御回
路に入力される場合の調光制御回路他の一例を示すブロック構成図。
【符号の説明】
【００５７】
　１０…電源、１１…ＬＥＤ光源部、１２…位相制御回路、１３…調光操作卓、１４…調
光制御回路、１５…定電圧ＤＣ電源部、１６…点弧位相検出回路、１７…スイッチング回
路、１８…制御演算部、１９…記憶部、２０…電圧検出回路、２１…調光ボリューム、２
２…調光信号入力端子、２３…切替手段。

【図１】

【図２】

【図３】
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